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1jO6 練 炭 燃 焼 により排 出され るガス 状汚 染物 質 の 低 減 化 対 策
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七 里 玄 吾 （中外 テ クノス ），

○牧 岡愛 美 （東 洋 大 学 ），泉 克 幸 （東 洋 大 学 ），

　鈴 木 善 三 （資源 環 境技 術 総 合研 究 所 〉

　 練 炭 は燃 焼 管 理 が 比 較的容易で 、長 時間 （IO〜50 時 間）安 定 した少 量 の 熱 量を得 ることがで き

る ことか ら、民 生 用 として 優 れ た 特性 を有 して い る。しか し、一般 に は排煙 処 理 がなされて い な い た め 、

硫 黄 酸 化 物 や
一

酸 化 炭 素 な どの ガ ス 状 汚 染物 質 を大 量 に排 出す るこ とが問題 とな っ て い る。そ こ で 、

本 研 究では 現 地化 が 容 易 で簡 易な手法 により汚染 物質の 排 出の 抑制 を検討 した 。

〈 燃 焼 実 験 〉

　 燃 料 として 、 昨年 度 は 主 に 重 慶 市 販 の 練 炭 を用 い たが、本 年度 は成 都 市内 で製造 、販 売 され て

い るもの を主 に 用 い た。脱 硫 実 験 用 の 生 石 灰 は岐 阜 県 瑞 浪産 の 粒 状 の もの を 、 消 石 灰 は 四川 龍塑

膠製 品有 限 公 司 産 の 粉 宋状 の もの を用 い た。

　 燃 焼ガ ス は燃 焼 用 コ ン ロ の 真 上 に設 けた四 角 錐 状 の フ
ー

ドで 受け、その 下 流 の ダクト部 か ら分 析

用 試 料 ガス を吸 引し、測定 で きるように した。排 ガ ス 成 分 は 、N2 ・02 ・CO2 ・CO ・CH4 ・N20 を マ イク

ロ セ ン サ ・ガ ス 分 析計 （200 型 ・日本 タイラン 製 ）で 、SO2 をガス 分析 計 （43C 型 ・サ ー
モ エ レ クトロ ン

製 ）で 、NO ・NO2 ・NOx を NOx − 02 　 GAS 　ANALYZER （NOA −7000 型 ・島津 製 作所 製 ）で それ

ぞれ 連 続 測 定 した。 ダクト内 の 排 ガ ス の 流速 測 定 は 、
ピ トー管 の 圧 変 化 を精密 微 差 圧 計で 読 み とり、

燃 焼 ・排 ガス 温 度は K 型 熱 電 対 で 計測 し、それぞれ連続 的 に記 録 した 。 この 際 、 排ガス が フ
ー

ド外 に

出 ない ようコ ン ロ の 周 りに 金 属 製の 囲 い を置 い た 。 排 出係 数 の 推 定 方 法 は 、昨 年 度 と同様 の 手 法 D

を用 い た。

〈 結 果 と考察 〉

　 燃 焼 に伴 う汚 染 物 の 排 出 を低 減化 す るため に、次 の 3 種 の 手 法 を試 み た 。

コ ン ロ 上 　に磁 　 　盤 デ ス クを　 　した場 A

　 燃 焼 中 の コ ン u 上 部 に磁性 円 盤 ディス クを設 置す ると、CO 濃度が 顕著に 低 下 し、　CO 排 出係 数

は ディス クを設 置 しない 場 合 の 約 80％ に減 少 した 。 これ は練 炭 の 上 面 とディス クの 間 に高温 域 が生

成 し、そ の 部 分 で CO が CO2 に 酸 化 され、結 果 として CO の 低 減 化 に つ なが っ たもの だ と思わ れ る 。

コ ン ロ 上 　に消 石 ・及 び 生 石 灰 層 を　 　した場

　 消 石 灰 層 及 び 生石 灰 層 の 設 置 により、　 70

SO2 濃度 は低 下 し、排 出 係 数 は 生 石 灰 設 一 60

麟 で は 4・“／， 、・｝NE 灰 設 麟 で は 55％ 1躍 ，。

減 少 した．　 　 　 　 　 　 耄・。

　　　炭 に 消 石 　を混 入 し 豆 炭 に 　型 を30

逮 搬 　　 　 　　 　　 　纂・。

　重 量比 2 ％ の vwa 灰 の 場 合 は 約 55％ 、瞳 1。

重 量 比 5％ 以 上 の場 合 は 約 85％ の 排 出 を 蠱。

低 減化 できるこ とがわか っ た 。 また 5％ 以 上 δ　e．O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 co　

「

の 消着 灰 を加 えて も効果 は 余 り変わらなか

っ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図

1）渡 辺 ら、第 37 回 本 学 会 要 旨集 ．p ．283 ，1996
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　 　　 　 経 過 時間［hour】

　 　各 種 成都豆 炭 燃焼 実験 SO2緋 出 係 数 変 化

　 　 　 　 （通 気 ロ ；開 放 ）
注｝成都 豆 炭 寧．零 曠．＃ 1 ：粉 束 成 都 絃炭震 量の 2．5．10SCの 消 石 灰を涯入 した豆炭
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